
■回答の状況

1年生
※2022/5/1時点の在籍者

■アンケート結果  ※グラフ中の数値は回答数

設問1. 大学生活で何をしたいですか。（複数選択可）

新入生アンケート結果（国際教養学部）
このアンケートは、新入生に対し、2022年5月9日～5月31日の期間で実施され、

「どのような意欲をもって本学に入学したか」を問うものです。

在籍者数 回答者数 回答率
245 80 32.7%
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1. 専門科目の勉強がしたい

2. 教養科目も積極的に勉強したい

3. 学校の授業以外にも、自主的に勉強したい

4. 語学力を向上させたい

5. 専門科目や資格以外の知識や学力を身につけたい

6. 知識や学力以外の能力を身につけたい

7. 尊敬できる先生に出会いたい

8. 信頼できる友達を作りたい

9. 学部の先輩や後輩と交流したい

10. 他学部の学生とも交流したい

11. 自分に合う専門性やキャリアプランを考えたい

12. 海外研修に行きたい

13. 学術研究に触れたい（論文を読む、学会参加等）

14. アルバイトやボランティアをしたい

15. 特にしたいことはない

16. その他



設問2. 将来どのような進路に進みたいですか。（複数選択可）
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1. 教員、教育関連の職業

2. 行政職系の公務員

3. 専門職系の公務員（外務省専門員、航空管制官等）

4. 語学を活かす仕事（通訳、CA、観光等）

5. 上記4以外の会社員（一般的な職種）

6. 医療関連（医療ソーシャルワーカー、医療通訳等）

7. 独立行政法人等の職員（JICA等）

8. 国際機関などの職員

9. 家業を継ぐ

10.起業する

11. 国内の大学院等に進学する

12. 海外の大学院等に進学する

13. 考えていない

14. その他



   世界と日本など国際教養に関わる広範な知識を習得し、それらを統合し、活用する能力

②自分とは異なる人間や文化を理解しようと心を開き、多様性を尊重し、寛容さを持って相互交流を図ることのできる能力

③母語そして外国語でのコミュニケーション能力を駆使し、多様な人々と繋がり、自らの考えを論理的に説明し、相互の関係を築く能力

 　人類が直面する問題を発見し、解決策を探る多面的かつ柔軟な思考力と行動力

①グローバル化が進む国際社会における人間とその社会的、文化的な営みを包括的に理解するため、自然と人間、生命と健康、人間と社会、

④グローバル市民として活躍するための基盤となる国際的な教養に加え、文化を超えて活躍できる専門性（グローバル社会、異文化コミュニケーション、グローバルヘルスサービス領域）を備え、

設問3. 以下は、入学～卒業までに身につけるべき、国際教養学部のディプロマ・ポリシーです。各ディプロマ・ポリシーを身につけるためにどのように学修・行動すればよいか
を理解できるか、回答してください。
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設問4. 現在の、学修に対するスタンス（姿勢）として当てはまるものを選択してください。（複数選択可）
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1. できるだけ広く、まんべんなく学修する

2. 重要だと思う事や自分の興味のある事を追究する

3. 与えられた課題を中心にこなす

4. 難しいと思う科目を中心に学修する

5. 厳しい教員が受け持つ科目を中心に学修する

6. 成績上位を目指して学修する

7. 卒業・資格試験に合格できる程度に学修する

8. 学修したい気持ちはあるが、余力がない

9. 学修する気が起きない

10. その他


